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告白２　原田宏二　元北海道警釧路方面本部長内
部
告
発
者
は
胸
を
張
っ
て

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

告
白
２

原
田
宏
二

元
北
海
道
警
釧
路
方
面
本
部
長
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１
９
３
７
年
12
月
18
日
生
ま
れ
。
１
９
５
７
年
４
月
、
北
海
道
警
採
用
。
１
９
７
５
年
４
月
か
ら
警
察
庁
保
安
部
防
犯
課
（
係
長
）、
山
梨
県
警
刑
事
部
捜
査
第

２
課
（
課
長
）、
熊
本
県
警
刑
事
部
捜
査
第
２
課
（
課
長
）
へ
出
向
す
る
。
１
９
８
２
年
３
月
に
北
海
道
警
へ
復
帰
し
、
警
務
部
厚
生
課
長
、
総
務
部
総
務
課
長
、

（
札
幌
）
西
署
長
な
ど
を
務
め
る
。
１
９
８
９
年
３
月
、
警
視
正
昇
任
と
同
時
に
警
務
部
警
務
課
長
。
旭
川
中
央
署
長
、
防
犯
部
長
、
釧
路
方
面
本
部
長
（
在
任

中
、
警
視
長
昇
任
）
を
歴
任
し
、
１
９
９
５
年
２
月
、
退
職
。
２
０
０
４
年
２
月
10
日
、
記
者
会
見
を
開
き
、
警
察
の
組
織
的
な
裏
ガ
ネ
づ
く
り
を
告
発
し
た
。

「
市
民
の
目
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
」
代
表
と
し
て
、
開
か
れ
た
警
察
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

原
田
宏
二
（
は
ら
だ
こ
う
じ
）
元
釧
路
方
面
本
部
長
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告白２　原田宏二　元北海道警釧路方面本部長

企
業
や
団
体
を
回
り
、
餞
別
集
め

―
―

２
０
０
４
年
２
月
10
日
、
原
田
さ
ん
は
北
海
道
警
幹
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
在
職
時
の
組
織
的

な
裏
ガ
ネ
づ
く
り
を
告
発
し
ま
す
。
当
時
の
心
境
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

原
田　

私
は
、
道
警
の
警
察
署
長
や
防
犯
部
長
、
釧
路
方
面
本
部
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

警
察
の
裏
ガ
ネ
は
、異
動
の
際
の
餞
別
や
部
内
の
懇
親
会
費
、冠
婚
葬
祭
費
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
支
払
い
、
上
級
官
庁
や
他
官
庁
の
接
待
費
、
議
会
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
て
お
り
、
私
も
当

然
、
ヤ
ミ
手
当
を
は
じ
め
と
す
る
裏
ガ
ネ
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ヤ
ミ
手
当
の
額

は
、
署
長
の
と
き
で
毎
月
５
万
円
、
防
犯
部
長
、
釧
路
方
面
本
部
長
の
と
き
で
毎
月
７
〜
８
万

円
程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
道
警
か
ら
見
れ
ば
、
そ
う
い
う
人
物
の
告
発
は
ま
さ
に
許
す
こ

と
の
で
き
な
い
裏
切
り
行
為
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
す
が
、
私
も
長
年
仕
事
を
し
て
き
た
道
警
の
恥
部
を
好
ん
で
暴
露
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
道
警
の
自
浄
作
用
に
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
２
０
０
３
年
末
か
ら

『
ザ
・
ス
ク
ー
プ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』（
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
の
〝
ス
ク
ー
プ
〞
を
き
っ
か
け
に
、
地
元

紙
の
『
北
海
道
新
聞
』
な
ど
が
、
旭
川
中
央
署
の
不
正
経
理
を
は
じ
め
と
す
る
道
警
の
裏
ガ
ネ

問
題
を
大
々
的
に
報
道
し
ま
し
た
。
特
に
『
ザ
・
ス
ク
ー
プ
』
は
、
私
も
匿
名
で
取
材
に
応
じ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
道
民
の
怒
り
が
集
中
す
る
な
か
で
、
裏
ガ
ネ
づ
く
り
を
一
掃
す
る
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
監
査
委
員
や
道
警
の
動
き
を
注
意
深
く
見
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

【
旭
川
中
央
署
不
正
経
理
事
件
】

　

１
９
９
５
年
と
１
９
９
７
年
の

北
海
道
警
旭
川
中
央
署
の
会
計
書

類
か
ら
、
同
署
が
捜
査
協
力
者
を

で
っ
ち
上
げ
、
謝
礼
な
ど
を
支
出
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
。
２
０
０
３
年

11
月
23
日
、『
ザ
・
ス
ク
ー
プ
ス
ペ

シ
ャ
ル
』（
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
が
ス
ッ

パ
抜
い
た
。
道
警
は「
不
正
は
な
い
」

と
言
い
続
け
た
が
、
２
０
０
４
年

３
月
12
日
、
芦
刈
勝
治
道
警
本
部

長
が
道
議
会
で
旭
川
中
央
署
の
裏

ガ
ネ
づ
く
り
を
認
め
た
。
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か
た
く
な
に
裏
ガ
ネ
の
存
在
を
否
定
す
る
道
警
幹
部
の
姿
に
失
望
し
、告
発
を
決
意
し
た
の
で
す
。

―
―

警
察
で
は
人
事
異
動
の
際
に
餞
別
を
贈
る
慣
習
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
原
田
さ
ん
が
現
職

時
代
は
い
く
ら
く
ら
い
も
ら
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
原
資
は
や
は
り
裏
ガ
ネ

な
ん
で
す
か
。

原
田　

ほ
か
の
人
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
署
長
や
防
犯
部
長
の
ポ
ス
ト
の
と
き
は
、
餞

別
は
総
額
２
０
０
〜
３
０
０
万
円
程
度
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

警
察
署
な
ど
で
は
、
署
長
か
ら
巡
査
ま
で
餞
別
で
も
ら
う
金
額
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
か
な

り
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
転
勤
の
と
き
に
受
け
取
っ
た
の
は
、
ポ
ス
ト
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
た
金
額
に
加
え
て
、
内
部
の
上
司
、
先
輩
、
同
僚
、
部
下
か
ら
も
ら
う
餞
別

を
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

餞
別
の
原
資
で
す
が
、
署
長
な
ど
の
所
属
長
ク
ラ
ス
や
本
部
長
が
役
職
名
で
渡
す
餞
別
は
す

べ
て
裏
ガ
ネ
、
そ
れ
以
外
の
警
察
官
が
個
人
名
で
渡
す
餞
別
は
自
腹
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
役

職
名
の
餞
別
を
１
度
で
も
受
け
取
っ
た
警
察
官
は
裏
ガ
ネ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

自
腹
の
餞
別
は
け
っ
こ
う
費
用
が
か
さ
む
も
の
で
、
私
も
署
長
に
な
る
ま
で
は
、
年
２
回
の

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
餞
別
資
金
を
貯
金
し
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
署
長
以
上
に
な
る
と
餞
別
は
裏
ガ
ネ

か
ら
出
る
の
で
、
自
分
の
懐
は
痛
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
幹
部
の
な
か
に
は
、
転
勤
の
際
に
企
業
な
ど
、
外
部
の
団
体
へ
必
要
以
上
に
挨
拶
回


